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「こないだ、卒業だってんで甥っ子らに会ったけが大きくなっててびっくりしたなあ。ま

るで別人だじよ」「おうよ、島にいん時と違っていつも近所で見てるわけじゃねえかんな。

子供の大きくなんのは早えぞ」「その分だけ、俺らも年取ったってことだじょな」「だから。

おらげの孫も今年は小学校だよ」「そうだかよ。まったくおめら年のもんばっかりじゃな

くて、子供のいる若けえもんが帰れる島になんねえとな」「いえー、おめらとはなんだよ、

われもだじよ」「おうよ」 
 

■みんなの声 

桐ヶ丘三宅島ボランティア会 
編物教室に参加して 

 毎週水曜日午後の編物教室に、久しぶり

に足を運んでみました。集会場まで遠いの

で、あちこちで休みながら歩いていると、

なつかしい島の人々、顔なじみになった団

地の人々に会い、話しがはずみます。 

 きっかけは昨年6月、北区の『あいあい

まつり』に編物教室も参加、バザーに出店

するというので見に出かけ、何故か売り子

になって大声をあげながら、私も帽子の編

み方を教わり、少しでもお手伝いしたいと

思ったことでした。 

 教室に着くと、約10人位、皆それぞれ

編みたいものを自由に決めて、先生に教え

ていただきながら、おしゃべりも楽しく過

ごしています。何ヶ月もかかって出来たの

をファッションショーのように着て、皆の

拍手に包まれたり、素敵な作品に｢私も真

似してみよう！!｣と意欲が湧いたり、参加

すると不思議と元気になってきます。 

 まだ参加されていない方、ちょっと迷っ

ていらっしゃる方、いっしょに始めません

か？ 

 お気に入りの帽子１つ、東京生活の記念

に編むのも素敵です｡ （桐ヶ丘 荏原 昭子） 

 

NHKに行ってきました！
 三宅島災害・東京ボランティア支援セン

ターが「第8回NHK関東甲信越地域放送文化

賞」を受賞したため、山崎美貴子代表と共

にセンターの副代表として授賞式に行って

きました。上原事務局長はいつも「私たち

にはささやかなことしかできません。」と

言いますが、名誉ある賞をいただき、島民

電話帳やふれあい集会など島民と共に歩む

センターの事業が高く評価されていること

を改めて知りました。私も、センターの構

成団体の１つである三宅島社協の会長とし

て、とてもうれしく思いました。 

 同時に受賞したほかの団体や個人の方か

らは口々に三宅島の災害について沢山の励

ましの言葉を頂きました。また、避難から

2年半がたった今でも金曜日の首都圏ニュ

ースの「三宅島コーナー」の視聴率が下が

っていないことを担当者から伺いました。

NHKを見ている多くの人は「三宅島コー

ナー」になったからといってチャンネルを

変えていないということです。避難生活は

続いているのに、月日と共に世間の人たち

からは忘れられていくのではないかという

思いが少なからずあったので、その言葉は

たいへん心強く感じました。 

 授賞式の後は渋谷のNHK内の見学をし

ましたが、特殊撮影の装置やハイビジョン
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の鮮明さ、飛び出してくる立体映像のリア

ルさに驚かされました。映像のハイテク技

術には目を見張るものがあります。また、

大河ドラマのセットなども興味深く見せて

いただき、今度「武蔵」を見るときの楽し

みが出来ました。皆さんも機会があれば

NHKの見学コースをお勧めします。 

(三宅島社会福祉協議会 会長 寺本 達) 

 

■三宅村役場より 

三宅村
み や け む ら
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  相談
そ う だ ん

窓口
ま ど ぐ ち

のご案内
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 三宅村では、平成15年2月17日から申請のはじまっている｢三宅村災害保護特別事

業｣の相談窓口を開設しています。 

 本事業は、災害により、長期の避難生活が続く中で、避難生活に困らないようにする

とともに、帰島してから自らの努力により生活の再建ができるよう支援する制度です。  

 制度についての説明、また「仮申請」も受付しますので、お電話くださるか、三宅村

役場新宿総合事務所までおいでください。｢仮申請｣をしていただくと、その月から交付

が受けられます。  

 専用電話はこちらまで。支庁の業務、村の業務に関する相談や生活一般相談も行って

いますのでご利用ください。 

相談
そう だ ん

窓口
ま ど ぐ ち

専用電話： ０３－５３２０－７８５８ 

 

■三宅村商工会より 
確定申告の準備はおすみでしょうか？ 
三宅村商工会の移動確定申告相談会  

 

 繰り返してお知らせしております。避難先にて事業再開されている方はもとより、そう

でない方でも、帰島後一定期間内に申告・納付が生じます。今から準備をしておかなくて

は、帰島後の忙しい中での確定申告となりますと大変な作業になると思われます。そこで、

商工会では下記の通り移動確定申告相談会を開催します。ふるってご参加ください。 
 

対象者：商工会会員・青色申告会会員・会員外 

相談員：商工会職員・税理士 

その他：確定申告相談会を実施しない地域 

（避難先団地）においても、要望がありましたらお伺い致します。 

お問合せ：042-540-3363 
主 催：三宅村商工会   共 催：社団法人芝青色申告会三宅島地区青色申告会 
 

日  時 会  場

3月 3日(月) 13:30～16:30 八王子市南大沢健康福祉センター会議室 八王子市南大沢2-27 

3月 4日(火) 13:30～16:30 八潮地域センター区民集会所洋室 品川区八潮5-10-27 

3月10日(月) 13:30～16:30 国立市泉住宅三宅島集会場 国立市泉2丁目 

3月11日(火) 13:30～16:30 桐ヶ丘三宅島ボランティア会2F 北区桐ヶ丘2-7-30 

3月18日(火) 13:30～16:30 コーシャハイム小松川1丁目団地2号棟集会室 江戸川区小松川1丁目

＊なお、3月4日(火)は、三宅支庁による行政懇談会が合わせて開催されます 


